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平成１６年１０月 ６日 

 
各      位 

 
会 社 名  株 式 会 社  千 葉 銀 行 
代表者名  取締役頭取   竹 山   正 
（コード番号  ８３３１  東証第一部） 
問合せ先 取締役経営企画部長 佐久間 英利 

（TEL．０４３－２４５－１１１１） 
 
 

平成１６年９月中間期の業績予想の修正に関するお知らせ  
 

平成 16年 5月 21日発表の平成16年 9月中間期（平成16年 4月 1日～平成16年 9月 30日）

業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

【単 体】 

（単位：百万円） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回発表予想 （Ａ） 85,000 24,000 14,000 

今回修正予想 （Ｂ） 85,000 30,000 20,000 

増  減  額 （B-A） 0 6,000 6,000 

増  減  率 （％） 0.0％ 25.0％ 42.8％ 

(ご参考)前中間期実績 85,266 16,408 11,724 

【連 結】 

（単位：百万円） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回発表予想 （Ａ） 100,000 25,500 15,000 

今回修正予想 （Ｂ） 100,000 31,500 21,000 

増  減  額 （B-A） 0 6,000 6,000 

増  減  率 （％） 0.0％ 23.5％ 40.0％ 

(ご参考)前中間期実績 99,788 16,433 11,748 
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２．修正の理由 

（1）単体業績予想の修正理由 

 経常利益及び中間純利益は、資金利益等の業務純益が堅調に推移していることに加え、

不良債権の新規発生の減少及び、お取引先の経営改善に伴う貸倒引当金の取崩し等によ

る不良債権処理額の減少を主因として、前回発表予想を上回る見込みです。 

 なお、貸倒引当金繰入額の合計が取崩超過となるため、特別利益に貸倒引当金取崩額

を計上しております。 

（2）連結業績予想の修正理由 

 単体業績予想の修正を主因とするものです。 

 

３．平成17年 3月期通期の業績予想について 

 通期の業績予想につきましては、11月に予定しております中間決算発表時に公表いたします。 
 

以  上 
 
 
 
＜ご参考＞ 平成16年 9月中間期 単体業績予想 

（単位：億円） 
前回発表予想 今回修正予想 増 減 額 

 
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） 

前中間期実績

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 360 360 0 335 

一般貸倒引当金純繰入額① － － － 36 

業 務 純 益 360 360 0 298 

臨 時 損 益 △ 120 △ 60 60 △ 134 

 うち 不良債権処理額 ②  120 60 △ 60 138 

経 常 利 益 240 300 60 164 

特 別 損 益 10 40 30 47 

 うち 貸倒引当金取崩額③ － ※ 25 25 － 

 うち 償却債権取立益 10 10 0 0 

 うち 代行部分返上益 － － － 49 

中 間 純 利 益 140 200 60 117 

 
信 用 コ ス ト（①＋②－③） 120 35 △ 85 174 

※ 貸倒引当金繰入額の合計が取崩超過となるため、特別利益に貸倒引当金取崩額を計上しております。 


